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昭和９年から足尾線で活躍したＣ1246号蒸気機関車
〈関口立美さん撮影〉
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渡良瀬川の渓谷に鉄道が走り続けて約一世

紀。そこには、幾多の困難な道のりを乗り

越えてきた時があった。

鉄路は語りかける

歴史探求
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大間々町駅開業式典の様子（明治44年）

大間々駅での乗車運動の様子（昭和60年）
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　昭和19年に国鉄に入社し、最初の

勤務は足尾駅で、最後は足尾駅長を

務めて退職しました。

　退職してしばらくすると、足尾線

が廃止対象の鉄道に指定されまし

た。そこから存続運動へとつながっ

ていったわけですが、「乗って残そ

う」を合い言葉に、当時の村の人た

ち全体が協力して乗車運動を行うこ

とになりました。鉄道の廃止という

のは、学生や年寄りなどにとっては

深刻な問題ですからね。私も元国鉄

職員ということもありましたので、

この鉄道は必ず残さなければならな

いという強い信念がありました。

　割り当ての順番を決め、私の地区

では、だいたい１週間に１度くらい

だったと思いますが、決まった時間

に大間々駅までの間を往復するとい

うものでした。毎日、花輪からは約

100人、ほかの駅から乗車する人を含

む約600人が、２つの車両を満員にし

ていました。こうした乗車運動が３

年くらい続いたんです。

　結果として、足尾線はわたらせ渓

谷鐵道という第三セクターに形を変

えましたが、なんとか存続できたこ

とに正直ほっとしましたね。はっき

りしたことは分かりませんが、みん

なで協力して行った乗車運動が存続

につながったのだ、という思いはあ

りました。地元の人たちも同じ気持

ちだったと思います。

インタビュー

特集 わたらせ渓谷鐵道

この鉄道は必ず残さなければという強い信念で、

星野昭一さん
（東町花輪）

存続運動を行いました。
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毎日利用する生活の足として大切な公共交

通。わ鐵は、沿線地域に欠かせない存在と

して、その役割をずっと担ってきた。

地域に愛される

生活路線
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特集 わたらせ渓谷鐵道
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多くの人たちに支えられてきた「わ鐵」。

地域住民やボランティア団体などが、さま

ざまな取り組みを行っている。

わ鐵を陰で支える

地域支援
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便器を素手で磨くのが、こだわりの掃除法

わ鐵を応援し地域をにぎやかに
蜂須貞春さん （もみじの会）

沢入駅に散乱する落ち葉の清掃作業

駅に飾るイルミネーションの点灯確認

特集 わたらせ渓谷鐵道
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美しい景観と文化的な価値から、全国でも

人気の高いローカル線「わ鐵」。その魅力

は地域活性化の貴重な資源となっている。

列車の旅で出会う

車窓風景
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　神戸駅にある「レストラン清流」は、列

車を改造した食堂車の雰囲気を味わえるレ

ストランです。昨年12月から販売を開始し

た「やまと豚弁当」は県内産の肉や市内で

生産されたしょうゆを使った弁当で、オリ

ジナルデザインの手ぬ

ぐい付き。掛け紙の裏

が観光マップになって

います（要予約）。

列車のレストランから新弁当

　わ鐵では、機関車のナンバープレート形

ストラップや駅名標フォトスタンドなど、

魅力ある鉄道グッズ商品を販売していま

す。中でも列車がスリップしないように

レールと車輪の間にまく滑り止めの砂を入

れた「わ鐵のお守り」は、合格祈願の受験

グッズとして人気があります。

開業20周年記念鉄道グッズ商品

「やまと豚弁当」を販売開始

「滑り止めのお守り」が人気

レストラン清流緯(97)3681

グッズ商品は大間々駅や列車内で販売しています。
問い合わせ先：わたらせ渓谷鐵道(株)緯(73)2110

特集 わたらせ渓谷鐵道



2010年（平成22年）　2月号　(12)

最
初
⅘
取
ⅴ
組
ⅼ
ⅎ
事
⅜
”
社
員
⅛
意
識

改
革
⅕
↸
↘
↯
‡

⁎
⇅
ⅻ
高
Ⅾ
ⅵ
事

　
昨
年
⇆
月
末
∢
社
長
∢
就
任
∏
∵
∏
∗

∄
ℸ
≂
鐵
∦
民
間
企
業
∞
⇾
∾
⅐
結
果
∦
数

字
∞
出
∍
∡
∉
≀
∧
⅑
∟
⇿
∀
認
識
∞
取
∾

組
≆
∞
⇿
∵
∑
ℹ
∵
−
最
初
∢
∏
∗
∋
∟

∦
ℸ
社
員
∟
∞
∅
∿
∘
∉
向
∅
合
⅜
∝
話
≅

∏
意
識
改
革
∢
努
∸
∿
∋
∟
∞
∏
∗
ℹ
∕
∏

∝
ℸ
私
∄
率
先
∏
∝
動
∇
姿
≅
∶
∓
ℸ
社
員

∥
良
⇿
∟
∋
≁
ℸ
悪
⇿
∟
∋
≁
∹
∦
⅜
∅
∾

言
⅜
∝
⇿
∵
∑
ℹ
最
近
∦
自
∽
考
∁
∝
行
動

∑
∿
社
員
∄
増
∁
心
強
∇
思
⅜
∝
⇿
∵
∑
ℹ

　
県
観
光
局
∞
培
⅜
∝
∅
∗
≮
≉
≯
≉
∺
人

∟
人
∟
∥
∛
∡
∄
∾
・
人
脈
ℸ
≭
Ⅶ
≨
⊋
ℼ

≐
≅
生
∃
∏
全
力
投
球
∞
経
営
∏
∝
⇿
∵
∑
ℹ

ⅸ
鐵
⅛
使
命
⅜
”
沿
線
市
民
⅛
生
活
路
線

⅕
観
光
路
線
⅕
ⅅ
⅓
⅛
地
域
振
興

　
今
∞
∹
⅐
赤
字
∄
続
∇
∟
≂
鐵
∦
廃
線
∢

∡
∿
⅑
∟
⇿
∀
話
≅
聞
∇
∋
∟
∄
⇾
∾
∵

∑
ℹ
足
尾
線
時
代
∥
存
続
運
動
∥
経
過
∄

⇾
⅜
∗
∥
∞
∕
∥
心
配
∦
分
∃
∾
∵
∑
∄
ℸ

≂
鐵
∦
沿
線
自
治
体
∃
∽
支
援
≅
受
∉
∝
⇿

∿
第
三
≜
≐
≠
ℼ
∞
∑
ℹ
公
共
交
通
∟
∏
∝

存
続
∑
∿
∥
∦
∹
∙
≁
≆
ℸ
∵
∑
∵
∑
活
性

化
∍
∓
∿
∋
∟
∄
私
≅
含
∸
社
員
全
員
∥
役

割
∞
⇾
∿
∟
思
⇿
∵
∑
ℹ
新
車
両
∥
導
入
∹

決
定
∍
≀
∝
∂
∾
ℸ
∋
≀
∦
存
続
∯
∥
力
強

⇿
支
援
∞
⇾
∿
∟
思
⅜
∝
⇿
∵
∑
ℹ

　
≂
鐵
∥
使
命
∦
ℸ
沿
線
市
民
∥
生
活
路
線

∟
∏
∝
∂
客
様
∢
安
全
∢
安
心
∏
∝
乗
⅜
∝

⇿
∗
∘
∇
∋
∟
ℸ
∕
∏
∝
沿
線
地
域
∥
経
済

的
∡
活
性
化
≅
担
∀
観
光
路
線
∟
∏
∝
地
域

振
興
∢
寄
与
∑
∿
∋
∟
∞
∑
ℹ
地
域
∄
活
性

　

　

化
∑
≀
∧
人
∹
集
∵
∾
ℸ
当
然
鉄
道
∢
∹

乗
⅜
∝
⇿
∗
∘
∉
∵
∑
ℹ
地
域
∥
皆
∍
≆
∄

元
気
∢
∡
∿
∋
∟
∄
ℸ
≂
鐵
∹
元
気
∢
∡
∿

∋
∟
∢
∛
∡
∄
∿
≂
∉
∞
∑
ℹ
　

　
地
域
∄
元
気
∢
∡
∿
要
素
∦
ℸ
渡
良
瀬
川

沿
線
∥
観
光
資
源
以
外
∢
∹
∗
∇
∍
≆
⇾
∾

∵
∑
ℹ
例
∁
∧
ℸ
∋
∥
地
域
∢
∏
∃
∡
⇿
各

家
庭
∞
食
∰
∝
⇿
∿
地
元
∥
味
≅
提
供
∑
∿

∟
∃
ℹ
今
∥
時
代
ℸ
∂
客
様
∦
∕
∋
∞
∏
∃

体
験
∞
∅
∡
⇿
ℸ
∕
∀
⇿
∀
素
朴
∍
≅
求
∸

∝
⇿
∵
∑
ℹ
地
域
∥
隠
≀
∗
資
源
≅
掘
∾
起

∋
∏
∝
ℸ
∕
≀
≅
⇿
∃
∢
売
∾
出
∑
∃
∘
∟

思
⇿
∵
∑
ℹ

　
沿
線
∥
地
域
∟
≂
鐵
∢
∦
∕
≀
∖
≀
∥
役

割
∄
⇾
∿
∟
思
⇿
∵
∑
ℹ
∕
∥
役
割
≅
十
分

果
∗
∏
∡
∄
∽
互
⇿
∢
盛
∾
上
∄
∾
ℸ
連
携

∏
ℸ
相
乗
効
果
∞
⇠
⇒
⇗
⇠
⇒
⇗
∢
∡
∿
∋

∟
∞
∑
ℹ

新
車
両
⅛
導
入
⅕
↞
⇀
⁋
↊
列
車
⅛
充
実

⅋
ⅅ
⅓
”
⅃
Ⅻ
⅄
Ⅻ
⅗
事
業
⅛
展
開

　
平
成
　
年
度
∃
∽
⇅
≌
年
間
∥
経
営
計
画

22

≅
作
成
∏
∵
∏
∗
ℹ
沿
線
市
民
∥
貴
重
∡
交

通
手
段
∟
∏
∝
安
全
∞
安
定
的
∡
運
行
≅
徹

底
∏
ℸ
∲
∃
∥
地
域
∢
∡
⇿
恵
∵
≀
∗
自
然

環
境
ℸ
文
化
ℸ
歴
史
≅
最
大
限
∢
生
∃
∏
ℸ

地
域
∟
協
働
・
連
携
∏
∝
観
光
振
興
∢
取
∾

組
∶
ℸ
将
来
∢
≂
∗
⅜
∝
安
定
的
∡
鉄
道
運

営
≅
維
持
∑
∿
∋
∟
≅
柱
∟
∏
∝
⇿
∵
∑
ℹ

　
∵
−
ℸ
列
車
運
行
∥
安
全
性
ℸ
定
時
制
ℸ

利
便
性
∥
向
上
∥
∗
∸
沿
線
自
治
体
∥
支
援

∢
∼
∾
設
備
整
備
≅
行
⇿
ℸ
継
続
的
∡
運
行

≅
確
保
∑
∿
∗
∸
経
営
∥
改
善
∟
安
定
化
≅

図
⅜
∝
∵
⇿
∾
∵
∑
ℹ
特
∢
ℸ
普
通
列
車
用

∥
車
両
∦
導
入
後
　
年
∄
経
過
∏
ℸ
経
年
劣

20

地域の足として皆さんに安心して乗っていただけるため、そして、
愛されるわ鐵であるために、
社員一同、全力投球で頑張っています。

わ鐵社長が語る経営方針

↓

↑
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わたらせ渓谷鐵道(株) 代表取締役社長　樺澤 豊さん
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[列車通学ならではの思い出]

渡辺「よく寝過ごして乗り越す子がいるんだけど、み

さとはしっかりしているから寝過ごすことはなかっ

たかな？　毎日の事だから誰がどの駅で降りるのか

分かっているから、乗ってたはずの子が降りてこな

いなんて時は起こしてやるんだけど」

前原「わたしの場合、寝るときは必ず目覚ましをセッ

トしているから。でもね、実は一度だけ一駅乗り越

しちゃったことがあったんだよ(笑)」

[６年を振り返って]

前原「渡辺さんが運転しているとき

は、必ず運転席の方から降りるよう

にしていた。『行ってらっしゃ

い』って元気に声を掛かけてもらえ

るから。」

渡辺「６年間ずっと見てきて、頑張っ

てきたなあっていうのを感じるね。

努力している人って分かるもんなん

だよ。そういう人は自然と応援した

くなるんだよな」

[わ鐵への思い]

前原「卒業したら県外の大学へ進学す

るので、６年間お世話になったわ鐵

に乗れなくなるのはすごく寂しい」

渡辺「ほかにこんな列車ないからね。

景色もきれいだし、いつも乗ってい

るので考えたことないけど。仕事を

離れるときっと恋しくなるだろうな」

　

　沿線住民にとって身近な存在として地域に溶け込ん

でいるわ鐵。そんなもう一つの顔は、乗客と乗務員の

何げない会話からもうかがえます。

　中学から６年近くわ鐵で通学している前原さんと乗

務歴45年というベテラン運転士の渡辺さんとは、毎日

のように顔を合わせ、いつしか友だち感覚で話せる間

柄になっていたそうです。

[わ鐵に乗り始めたころの印象]

渡辺「いつもニコニコしていたので

目立っていたね。落ち着きのある

しっかりした子だなあって思った

よ」

前原「普通の運転士さんと違う親し

みやすさをすごく感じた。いろい

ろな人と気軽に会話する姿が印象

的だったな」

[共通の話題で意気投合]

渡辺「大好きな高校野球を見に行っ

たとき、会場で手伝っているのを

見かけて声を掛けたんだよな。

『野球部だったの？』って」

前原「偶然でびっくりした。共通の

話題ができて、それからよく話す

ようになったね」

わ鐵、もう一つの顔

前原みさと さん
（東町花輪・高校３年生）

渡辺悦男 さん
（わたらせ渓谷鐵道乗務員）
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特集 わたらせ渓谷鐵道
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⇉
⇆
⇂

実施済み。または
実施し、目標どお
り成果あり
49項目

実施済み。または
実施し、目標どお
り成果あり
49項目

実施済み。または
実施し、目標どお
り成果あり
49項目

検討・情報収集の段階
11項目

検討・情報収集の段階
11項目

検討・情報収集の段階
11項目

着手済み
28項目
着手済み
28項目
着手済み
28項目

平成20年度 取組結果の概要
みどり市行政改革実施計画（集中改革プラン）

12月21日行政改革懇談会より意見書が提12月21日行政改革懇談会より意見書が提出出
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効果額20年度　　　鞄歳入鞄

3,487万円91.5%市税 （収納率）　
　
普
通
会
計

1,118万円98.28%保育料 （収納率）

629万円853万円普通財産売り払い

－80.60%市営住宅 （収納率）

178万円178万円広告料収入

250万円250万円命名権料

6万円6万円健康教育参加者負担金

5,668万円　　　　　　普通会計　計

1,352万円98.89%水道使用料 （収納率）₉
₉
企
業
会
計

316万円98.84%
公共下水道・農業集落
排水使用料 （収納率）

222万円95.55%
公共下水道負担金・
分担金 （収納率）

48万円95.25%
農業集落排水分担金 
（収納率）

1,938万円　　　　　　企業会計　計

7,606万円　　　　　　　合　　計

　行政改革に取り組む前の平成17年度と比較した20年度中
の歳入・歳出全体の効果額

　　　　３２，３６８万円
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効果額20年度　　　蒲歳出蒲

21,788万円422人職員削減普
通
会
計

2,064万円7,620万円時間外手当

480万円5,944万円消防団統合 （報酬等）

94万円94万円広告料収入 （歳出抑制分）

24,426万円　　　　　　普通会計　計

289万円289万円工事コストの削減企
業
会
計 47万円47万円仕入れコストの削減

336万円　　　　　　企業会計　計

24,762万円　　　　　　　合　　計

－集中改革プランに基づく財政効果－

※これらの効果額は、すべて平成17年度実績との比較値で、実際の収

納額などを表すものではありません。

※取り組み状況に関する資料は、市ホームページ、企画課、大間々・東・水道庁舎総務課でご覧になれます。
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∽
納
∸
∝
⇿

∗
∘
∇
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∇
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∿
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∠
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∏
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∋
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∑
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∦
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∀
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∸
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∸
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⇿
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∸
ℸ
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∸
∿
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∲
∃
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∇
∋
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ℸ
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∽
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∐
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∽
∃
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∋
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∦
ℸ
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納
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∂
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⇿
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ⅇ
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期
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∍
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∋
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∺
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⇿
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∦
ℸ
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∸
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納
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分
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数
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⅃
ℷ
件
数

毅
不
動
産
　
　
　
　
　
　
　
　
件
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毅
預
貯
金
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生
命
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険
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給
与
・
年

　
金
∡
∠
　
　
　
　
　
⇄
⇉
⇃
件
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価
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立
⅓
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⇇
⇆
⇈
Ⅽ
⇈
⇆
⇅
円

※
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年
度
滞
納
処
分
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数
⅄
平
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成
　
年
　
月
　
日
現
在
ⅅ

21

12
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問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
収
納
対
策
課
緯
　（76）

⇀
⇉
⇅
⇆

税
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納
∷
忘
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∥
⇽
∽
∴
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≅
∂
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・
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ℾ
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曜
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∆
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∥
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∑
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∴
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∴
∎
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日
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∽
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成
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分
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民
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得
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付
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∑
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申
告
∦
ℸ
期
限
内
∢
必
−
済
∵

∓
∵
∏
⅟
∀
ℹ

※
申
告
受
付
日
程
∺
申
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∢
関
∑

∿
詳
∏
⇿
∋
∟
∦
ℸ
広
報
⇁
月
号

≅
∌
覧
∇
∘
∍
⇿
ℹ

市
県
民
税
⅛
申
告

　
前
年
∢
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県
民
税
∥
申
告
≅
∏

∗
人
∡
∠
∯
ℸ
⇂
月
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税
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書
∥
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∏

∵
∑
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税
∥
申
告
∄
必
要

∡
人
∦
ℸ
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所
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⇿
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∂
ℸ
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∦
ℸ
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⇁
日
現
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市
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∢
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所
∥
⇾
∿
人
∄
対
象
∟
∡
∾

∵
∑
ℹ
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当
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ⅵ
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税
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∯
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申
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∑
∿
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②
平
成
　
年
中
∥
収
入
∄
給
与
収

21

　
入
∘
∉
∞
ℸ
勤
務
先
∃
∽
給
与

　
支
払
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∄
市
∢
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出
∍
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∝
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∿
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人
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∉
∞
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∿
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∉
∞
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ℸ
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額
∄
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⇈
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先
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民
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⇉
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⇄

（76）
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①
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∿
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ℸ
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∏
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∍
⇿
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∠
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∠
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∏
ℸ
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∿
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∂
⇿
∝

書
類
≅
預
∃
∿
∋
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⇁
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∂
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∑
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∿
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ℸ
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∑
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∿
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∦
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進
ⅅ
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者

　
②
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∦
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ⅅ
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ℸ
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∡
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∾
学
資
支
出

　
∄
困
難
∡
世
帯
∥
子
弟

允
出
身
学
校
長
∵
∗
∦
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∸
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∲
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∉
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⇿

　
∿
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∡
⇿
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①
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⇁
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∽
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年
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請
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∅
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∿
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∏
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∦
ℸ
∔
∩
∂
受
∉
∇
∘
∍
⇿
ℹ

開
催
日
時
₉
⇃
月
⇇
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時
ℿ
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※
個
別
∥
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∺
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問
∢
∦
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終
了
後
∢
対
応
∏
∵
∑
ℹ

開
催
場
所
₉
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懸
公
民
館
　
⇂
階
視

　
聴
覚
室

申
込
方
法
₉
⇃
月
⇅
日
　
∵
∞
∢
ℸ
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氏
名
∟
当
日
参
加
∍
≀
∿
予
定
人

　
数
≅
教
育
総
務
課
∯
電
話
∵
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∂
∌
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∇
∘
∍
⇿
ℹ
席
∢

　
限
∾
∄
⇾
∾
∵
∑
∥
∞
∂
早
∸
∢

　
∌
連
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∇
∘
∍
⇿
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⅋
⅛
Ⅸ
ℹ
　
説
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当
日
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ℸ
所
定
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請
書
類
∡
∠
∹
∌
用
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∏
∵

∑
ℹ
∑
∞
∢
借
入
手
続
∅
∥
必
要

書
類
≅
用
意
∍
≀
∝
⇿
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人
∦
ℸ

個
別
相
談
∥
際
∢
受
∉
付
∉
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⇈
⇄
⇄

(76)

高
校
生
・
大
学
生
∠
∟
奨
学
金
∤
借
∽
入
∿
≄
希
望
∐
∾
人
∮

奨
学
金
∤
申
請
受
付
≄
開
始
∎
∴
∐

スタジオプログラムのご案内

 奨
学
資
金
説
明
会
ⅻ
開
催
ⅅ
Ⅻ
ⅇ

●コースメニュー　

種類　中級エアロビクス（火）20時～21時、初めてエア

　ロビクス（木）20時～21時、ピラティス（土）10時～11時

参加料　１コース2,000円

対象　18歳以上（高校生不可）

申込方法　往復ハガキで、往信用の裏面に①郵便番号

　②住所③氏名④年齢⑤電話番号⑥希望エクササイズ

　名を、返信用の表面に①郵便番号②住所③氏名をそ

　れぞれ明記してお申し込みください。

あて先　衣379-2311　みどり市笠懸町阿左美1714-2

　スポーツ振興課（桐生大学グリーンアリーナ内）

締切日　３月９日（火）

応募　毅１コースにつき１人１通に限ります。毅定員

　を超えた場合、みどり市民優先の抽選となります。

　毅郵便往復ハガキ以外の応募は無効となります。

●オープンメニュー

種類　初めてストレッチ＆簡単ヒップホップ、初めて

　エアロビクス①、いつでも・どこでも・１人でも運

　動、ピラティス、脂肪燃焼ダイエット、初めてエア

　ロビクス②、ヨガ、ダンベル＆スロトレ

参加料　１回200円

対象　18歳以上（高校生不可）

申込方法　受付開始日時以降に、トレーニングルーム

　入り口にある受付名簿に記入してください。先着順

　ですので、定員になり次第受付を終了します。

●共通事項　

その他　休講日があります。なお、開催日変更の場合

　は、トレーニングルーム入り口掲示板に表示します。

問い合わせ先　スポーツ振興課（桐生大学グリーンア

リーナ内）緯(77)1616

第１期(４月～６月)募集
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⇁
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ℿ
　

日
画

26

⅄
土
・
日
曜
日
ℸ
祝
日
≅
除
∇
午
前
⇈

時
　
分
ℿ
午
後
⇅
時
　
分
ⅅ

30

15

申
込
₊
問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
総
務
課
職
員
係

緯
　
⇀
⇉
⇆
⇁

(76)

■
非
常
勤
職
員
⅃
駐
車
場
整
理
⅄

定
員
　
　
人
程
度

12

職
務
内
容
　
駐
車
場
整
理
・
誘
導
∡
∠

応
募
資
格
　
⇄
月
⇁
日
現
在
∞
　
歳
未
満

67

∥
健
康
∡
人
∞
ℸ
土
・
日
曜
日
ℸ
祝
日

∥
勤
務
ℸ
≪
≈
≠
ℼ
勤
務
∄
可
能
∡
人

募
集
期
間
　
⇂
月
⇅
日
画
ℿ
　
日
牙

25

試
験
方
法
　
面
接

勤
務
場
所
　
桐
生
競
艇
場
市
営
無
料
駐
車
場

勤
務
条
件
　

①
勤
務
日
数
　
　
日
／
月
以
内

14

②
勤
務
時
間
　
⇈
時
間
／
日
⅄
昼
夜
併
売

　
日
∦
時
間
外
勤
務
⇾
∾
ⅅ

③
賃
金
　
時
給
⇇
⇅
⇀
円

雇
用
期
間
　
⇄
月
⇁
日
牙
∃
∽
⇆
≌
月
間

⅄
更
新
可
ⅅ

応
募
方
法
　
⇂
月
　
日
牙
∵
∞
∢
ℸ
写
真

25

≅
添
付
∏
必
要
事
項
≅
記
載
∏
∗
履
歴

書
≅
衣
⇃
⇇
⇉
倆
⇂
⇃
⇉
⇈
　
競
艇
事

業
局
⅄
専
用
郵
便
番
号
∡
∥
∞
住
所
記

入
∦
不
要
ⅅ
∯
郵
送
∏
∝
∇
∘
∍
⇿
ℹ

※
試
験
日
程
ℸ
場
所
∡
∠
∦
募
集
期
間
終

了
後
ℸ
応
募
者
∢
連
絡
∏
∵
∑
ℹ

申
込
₊
問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
競
艇
事
業
局
業

務
課
⅄
桐
生
競
艇
場
内
ⅅ
緯
　
⇂
⇅
⇉
⇅

(76)

看
護
師
”
競
艇
場
無
料
駐
車
場
⅛
整
理
員
⅕
ⅅ
⅓

‵
市
職
員
 専
門
職
‶⅔‵
非
常
勤
職
員
‶⅚
募
集

市
長
選
挙
⅛
立
候
補
予
定
者

⅛
説
明
会
ⅻ
開
催
ⅅ
Ⅻ
ⅇ

　
⇄
月
　
日
∥
任
期
満
了
∢
∼
∾
執

22

行
∍
≀
∿
市
長
選
挙
∥
説
明
会
≅
開

催
∏
∵
∑
ℹ
関
係
者
∦
必
−
出
席
∏

∝
∇
∘
∍
⇿
ℹ

日
時
　
⇃
月
　
日
牙
　
午
後
⇂
時

11

会
場
　
笠
懸
庁
舎
第
⇁
会
議
室

問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
選
挙
管
理
委
員
会

緯
　
⇀
⇉
⇆
⇁

(76)

ℒ
ℎ
ℒ
ↂ
‡
↟
ⅻ
⅂
利
用
ℽ

ⅎ
⅃
ℵ

　
高
齢
者
∄
外
出
時
∥
急
病
∡
∠
∥

際
∢
迅
速
∡
救
護
∄
∞
∅
∿
∼
∀

∢
ℸ
氏
名
∺
連
絡
先
∡
∠
≅
記
入
∞

∅
∿
⇜
⇘
⇜
≌
ℼ
≩
≅
配
布
∏
∝
⇿

∵
∑
ℹ
外
出
時
∢
ℸ
身
∢
着
∉
∗
∾

∃
∧
≆
∢
入
≀
∗
∾
∏
∝
∌
利
用
∇

∘
∍
⇿
ℹ

配
布
場
所
₉
介
護
高
齢
課
ℸ
大
間
々

民
生
課
ℸ
東
民
生
課
ℸ
社
会
福
祉

協
議
会

問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
介
護
高
齢
課
高
齢

福
祉
係
緯
　
⇀
⇉
⇇
⇄

（76）

在
宅
重
度
障
℺
ℵ
児 
者
Ⅵ

手
当
ⅻ
給
付
ⅅ
⅓
ℵ
Ⅻ
ⅇ

　
手
当
≅
受
給
∑
∿
∢
∦
所
得
制
限

∡
∠
∥
条
件
∄
⇾
∾
∵
∑
ℹ

⅓
特
別
障
害
者
手
当
⅔

人の動き（前月比）［12月末日現在］

総　数

世帯数

男
女

53,022人
26,185人
26,837人
18,928戸

(+21)
(+16)
(+5)
(+17)

　
平
成
　
年
⇆
月
∢
住
宅
火
災
警
報
器
∥

20

設
置
∄
義
務
化
∍
≀
∵
∏
∗
ℹ
障
∄
⇿
∥

⇾
∿
人
∞
ℸ
住
宅
用
火
災
警
報
器
≅
∋
≀

∃
∽
購
入
∍
≀
∿
場
合
∦
ℸ
日
常
生
活
用

具
給
付
事
業
∢
∼
∾
ℸ
購
入
費
∥
一
部
≅

補
助
∏
∵
∑
⅄
∗
∘
∏
ℸ
∑
∞
∢
購
入
∍

≀
∗
∹
∥
∢
対
∏
∝
∦
補
助
∥
対
象
∟
∡

∾
∵
∓
≆
ⅅ
ℹ

　
∵
∗
ℸ
障
∄
⇿
∢
応
∐
∝
振
動
ℸ
光
ℸ

大
音
量
∡
∠
≅
備
∁
∿
≠
≈
≷
∄
⇾
∾
∵

∑
ℹ
購
入
≅
希
望
∍
≀
∿
際
∢
∦
ℸ
∌
相

談
∇
∘
∍
⇿
ℹ
　

対
象
者
　
次
∥
障
∄
⇿
∥
⇾
∿
人
∥
∶
∥

世
帯
∟
∋
≀
∢
準
−
∿
世
帯

毅
障
∄
⇿
等
級
⇂
級
以
上
∥
身
体
障
∄
⇿
者

毅
知
的
障
害
者
更
生
相
談
所
∞
知
的
障
∄

⇿
者
∟
∏
∝
判
定
∍
≀
∗
障
∄
⇿
∥
程

度
∄
重
度
∵
∗
∦
最
重
度
∞
⇾
∿
人

毅
障
∄
⇿
等
級
⇁
級
∥
精
神
障
∄
⇿
者

基
準
額
　
⇁
⇅
Ⅽ
⇅
⇀
⇀
円

※
基
準
額
∥
中
∃
∽
補
助
額
∟
自
己
負
担

額
⅄
市
町
村
民
税
∥
課
税
状
況
∢
∼
⅜
∝

区
分
∍
≀
∵
∑
ⅅ
≅
決
∸
∵
∑
ℹ
∵
∗
ℸ

基
準
額
≅
超
∁
∗
部
分
∦
∑
∰
∝
自
己
負

担
∟
∡
∾
∵
∑
ℹ

申
込
₊
問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　

毅
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
緯
　
⇀
⇉
⇇
⇅

(76)

毅
大
間
々
民
生
課
緯
　
⇁
⇈
⇄
⇆

(76)

毅
東
民
生
課
緯
　
⇁
⇈
⇄
⇇

(76)

障
℺
ℵ
者
⅔
住
宅
火
災
警
報
器
ⅻ
購
入
ⅇ
ⅵ
人
⅘

購
入
費
⅚
一
部
ⅺ
補
助
⅄
Ⅺ
ⅆ
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INFORMATION

対
象
　
在
宅
∞
著
∏
∇
重
度
∥
障
∄

⇿
∥
状
態
∢
⇾
∾
ℸ
日
常
生
活
∢

∂
⇿
∝
常
時
介
護
≅
必
要
∟
∑
∿

　
歳
以
上
∥
人
⅄
社
会
福
祉
施
設

20∯
入
所
中
∥
人
∺
病
院
∡
∠
∢
⇃

≌
月
以
上
入
院
∏
∝
⇿
∿
人
∦
除

∇
ⅅ

支
給
月
額
　
⇂
⇆
Ⅽ
⇄
⇄
⇀
円

⅓
障
害
児
福
祉
手
当
⅔

対
象
　
在
宅
∞
日
常
生
活
∢
∂
⇿
∝

常
時
介
護
≅
必
要
∟
∑
∿
　
歳
未

20

満
∥
人
⅄
社
会
福
祉
施
設
∯
入
所

中
∥
人
∺
障
∄
⇿
≅
理
由
∢
年
金

∡
∠
∥
給
付
≅
受
∉
∝
⇿
∿
人
∦

除
∇
ⅅ

支
給
月
額
　
⇁
⇄
Ⅽ
⇃
⇈
⇀
円

問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
社
会
福
祉
課
障
害

福
祉
係
緯
　
⇀
⇉
⇇
⇅

(76)

農
地
⅛
相
続
⅗
⅖
⅛
届
出

　
昨
年
　
月
　
日
∢
施
行
∍
≀
∗
農

12

15

地
法
∥
改
正
∢
伴
⇿
ℸ
相
続
∡
∠
∢

∼
∾
農
地
∥
権
利
≅
取
得
∏
∗
場
合

∢
∦
ℸ
∕
∥
農
地
∄
所
在
∑
∿
農
業

委
員
会
∯
∥
届
出
∄
必
要
∢
∡
∾
∵

∏
∗
ℹ
届
出
書
∥
様
式
∦
農
業
委
員

会
事
務
局
∢
⇾
∾
∵
∑
ℹ

　
相
続
∏
∗
人
∄
∶
∠
∾
市
≅
離
≀

∝
⇿
∝
ℸ
自
分
∞
∦
農
地
∥
手
入
≀

∄
∞
∅
∡
⇿
場
合
∦
ℸ
農
業
委
員
会

事
務
局
∵
∞
∌
相
談
∇
∘
∍
⇿
ℹ

問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
農
業
委
員
会
事
務

局
緯
　
⇁
⇉
⇃
⇈

(76)

　
市
∞
∦
ℸ
∐
≆
臓
機
能
障
害
∥
⇾
∿
人

∡
∠
∥
∀
∙
ℸ
人
工
透
析
∡
∠
≅
受
∉
∝

⇿
∿
人
∢
通
院
交
通
費
∥
補
助
金
≅
交
付

∏
∝
⇿
∵
∑
ℹ
申
請
∂
∼
∪
補
助
金
∥
支

給
回
数
∦
年
⇁
回
∞
∑
ℹ

　
次
∥
①
∃
∽
⑦
∥
∑
∰
∝
∢
該
当
∑
∿

人
∄
対
象
∢
∡
∾
∵
∑
ℹ
確
認
∥
上
ℸ
申

請
≅
∏
∝
∇
∘
∍
⇿
ℹ

対
象
者
　

①
市
内
∢
居
住
∑
∿
人

②
∐
≆
臓
機
能
障
害
∵
∗
∦
小
腸
機
能
障

害
∢
∼
∿
身
体
障
害
者
手
帳
∥
交
付
≅

受
∉
∗
人

③
人
工
透
析
ℸ
中
心
静
脈
栄
養
法
ℸ
結
腸

栄
養
法
∥
⇿
−
≀
∃
∥
医
療
∥
給
付
≅

受
∉
∝
⇿
∿
人
⅄
入
院
期
間
∦
除
∇
ⅅ

④
当
該
年
度
分
∥
市
町
村
民
税
非
課
税
∥

人
⅄
所
得
∄
未
申
告
∥
場
合
∦
ℸ
所

得
税
∄
確
認
∞
∅
∡
⇿
∗
∸
ℸ
交
付

決
定
∞
∅
∵
∓
≆
ⅅ

⑤
生
活
保
護
法
∡
∠
∲
∃
∥
法
令
∢
∼
∾

通
院
交
通
費
∥
給
付
≅
受
∉
∝
⇿
∡
⇿

人
⑥
医
療
機
関
∥
送
迎
≖
ℼ
≳
≚
・
介
護
保

険
制
度
∥
送
迎
≅
受
∉
∝
⇿
∡
⇿
人

⑦
∶
∠
∾
市
福
祉
≠
≐
≘
ℼ
券
∥
給
付
≅

受
∉
∝
⇿
∡
⇿
人

補
助
額
　
次
∥
茨
∃
芋
∥
⇿
−
≀
∃
少
∡

　
⇿
方
∥
額

茨
自
家
用
自
動
車
∢
∼
∿
場
合
∦
⇁
娃
⇾

∗
∾
　
円
∞
計
算
ℹ
鉄
道
・
定
期
路
線

32

≰
≚
∡
∠
∢
∼
∿
場
合
∦
運
賃
∥
額
ℹ

芋
通
院
距
離
∢
応
∐
∗
支
給
額

受
付
期
間
　
⇃
月
⇁
日
俄
ℿ
　
日
我

10

受
付
場
所
₉
社
会
福
祉
課
ℸ
大
間
々
民
生

課
ℸ
東
民
生
課

問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉

係
緯
　
⇀
⇉
⇇
⇅

(76)

ⅆ
ⅼ
臓
機
能
障
害
⅛
ℴ
ⅵ
人
⅘

通
院
交
通
費
⅚
補
助
金
ⅺ
支
給
⅄
Ⅺ
ⅆ

通
院
距
離
 
往
復


⇂
㎞
以
上
ℿ
　
㎞
未
満

25

　
㎞
以
上
ℿ
　
㎞
未
満

25

75

　
㎞
以
上

75

月
額

⇃
Ⅽ⇀
⇀
⇀
円

⇅
Ⅽ⇀
⇀
⇀
円

⇇
Ⅽ⇀
⇀
⇀
円

　
⇃
月
　
日
∥
任
期
満
了
∢
伴
∀
農
業
委

26

員
会
委
員
選
挙
∦
ℸ
⇃
月
⇇
日
蚊
告
示
ℸ

⇃
月
　
日
蚊
投
票
∟
∡
∾
∵
∑
ℹ
農
業
委

14

員
∥
選
挙
∦
ℸ
公
職
選
挙
法
∞
行
≂
≀
∿

国
会
議
員
∺
地
方
議
会
議
員
∥
選
挙
∢
準

∐
∝
選
挙
∄
行
≂
≀
∵
∑
ℹ

投
票
⅛
⅔
℻
ⅵ
人
₉
平
成
　
年
⇃
月
　
日

21

31

現
在
確
定
∥
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
∢
登
録
∍
≀
∝
⇿
∿
人

投
票
時
間
　
午
前
⇇
時
ℿ
午
後
⇆
時

投
票
所
　
笠
懸
・
大
間
々
・
東
各
庁
舎

⅄
必
−
入
場
券
≅
∂
持
∙
∥
上
ℸ
入
場

券
∢
記
載
∍
≀
∗
投
票
所
∞
投
票
∏
∝

∇
∘
∍
⇿
ⅅ

期
日
前
投
票
₉
投
票
日
当
日
∢
仕
事
∺
旅

行
∡
∠
∞
投
票
所
∯
行
∉
∡
⇿
人
∦
ℸ

期
日
前
投
票
∄
∞
∅
∵
∑
ℹ

期
日
　
⇃
月
⇈
日
俄
ℿ
　
日
臥

13

時
間
　
午
前
⇈
時
　
分
ℿ
午
後
⇈
時

30

期
日
前
投
票
所
　
笠
懸
・
大
間
々
・
東
各

庁
舎
⅄
期
日
前
投
票
所
∦
指
定
∍
≀
∝

⇿
∵
∑
∥
∞
ℸ
事
前
∢
入
場
券
∞
確
認
∏

∝
∇
∘
∍
⇿
ℹ
∵
∗
ℸ
入
場
券
∦
忘
≀
−

∢
持
参
∏
∝
∇
∘
∍
⇿
ⅅ

開
票
　
開
票
∦
即
日
開
票
∞
∑
ℹ
投
票
日

∥
午
後
⇇
時
∃
∽
笠
懸
庁
舎
第
⇂
会
議

室
∞
行
⇿
∵
∑
ℹ


当
選
証
書
附
与
式

日
時
　
⇃
月
　
日
俄
午
前
　
時

15

11

場
所
　
大
間
々
庁
舎
大
会
議
室
⅄
⇃
階
ⅅ

問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
選
挙
管
理
委
員
会
緯
　(76)

⇀
⇉
⇆
⇁


月
₉
日
₉
℺
投
票
日
⅔
ⅇ

14

（日）

Ⅻ
⅕
ⅳ
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

関口安治さん…10,000円、立正佼成会桐生教会…50,000円、笠懸村日本中国友好協会

…157,494円、関東開発㈱…10,000,000円、東京電力㈱…上毛カルタ40セット

　あ た た か い 心　 ご寄付ありがとうございました。
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ⅲ
ⅴ
ⅲ
ℵ
親
子
関
係
⅛
⅍
Ⅾ
⅛

講
座
 
Ⅼ
⅖
ⅴ
市
人
権
講
座


　
子
∠
∹
∟
∥
≔
≿
Ⅸ
≫
≒
ℼ
≘
Ⅹ

⊏
∥
具
体
的
∡
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INFORMATION

(23)　広報みどり　呉47

３月１日(月)が納期限です。忘れずに納付しましょう。
今月の納税 鮫国民健康保険税 第８期

■夜間納税相談窓口（笠懸庁舎収納対策課）　２月24日(水)・25日(木)・26日(金)　午後７時30分まで

春季全国火災予防運動を実施
３月１日(月）～７日(日)

　火災の恐ろしさを再認識し、火の元には十分注意してくださ

い。期間中の午前７時・午後７時（東町は３月７日の午前７時

のみ）は、火災予防広報のためサイレンを鳴らします。火災と

間違えないようご注意ください。

桐生市消防本部　不特定多数の人が出入りする事業所や駅舎の

査察、防火広報を実施します。

みどり市消防団　笠懸消防団は放水訓練を実施します。大間々

消防団・東消防団は、防火広報や担当区域内の一般家庭の防

火訪問を実施します。　

【消防団員の募集】

　消防団員は、地域のボランティアの人たちで構成され、市

民の安全と安心を守る役割を担っています。

　現在、市の消防団では新入団員を募集しています。心身と

もに健康で、地域への貢献を希望している人の入団をお待ち

しています。活動内容は、火災発生時の消火活動や大規模災

害時の人命救助、避難誘導などを行い、火災予防の呼びかけ

なども行っています。

問い合わせ先　総務課防災交通係緯(76)0961
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間取り家賃団地名

３K10,200円～20,000円塩原下ノ台団地

３DK12,000円～23,600円塩原上ノ台団地

３DK12,100円～23,900円神梅第２団地

３DK12,500円～24,600円神梅第３団地

３DK14,600円～28,700円浅原田中団地

３K7,100円～13,900円中居団地

３K9,100円～17,900円大平団地

３LDK41,000円高街道団地

２DK10,000円沢入団地

３DK18,800円～36,900円鹿団地
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　赤ちゃんの４カ月健診の

際に配布する引換券をお持

ちください。引き換えは生

後10カ月までです。

《笠懸図書館》

　 ２/13臥・23峨、３/２峨
《大間々図書館》 ２/18牙
時間　午前10時（共通）

捌ブックスタート捌

大間々図書館

－開館時間－

－休館日－

緯（73）0707

【火～金】午前9：30～午後6：00

毎週月曜日、祝日、2/26画

【土・日】午前9：30～午後5：00

tosyokan-o@city.midori.gunma.jp

東公民館図書室

－開館時間－

－休館日－

緯（97）2721

【火～日】午前9：30～午後5：00

毎週月曜日

kyoiku-a@city.midori.gunma.jp

笠 懸 図 書 館

－開館時間－

－休館日－

緯（77）1010

【火～金】午前9：30～午後6：00

毎週月曜日、祝日、2/26画

【土・日】午前9：30～午後5：00

kapl@sunfield.ne.jp

笠懸図書館の１日図書館笠懸図書館の１日図書館員員
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緯(76)1701　思(76)1703　
E-mail　iwajukuhaku@city.midori.gunma.jp
URL　http://www.city.midori.gunma.jp/iwajuku/

　笠懸・大間々・東地域の特徴を、それぞれの町村

誌を編さんした関係者を講師に招いて学びます。各

１回のみの講座への参加も可能です。

第１講・日時　２月７日(日)　午後１時30分～

第２講・日時　２月21日(日)　午後１時30分～

第３講・日時　２月28日(日)　午後１時30分～

第４講（史跡見学会）・日時　３月７日(日)　午前

　８時30分～

会場　岩宿博物館体験学習室

受講料　2,000円（第４講は別途参加費が必要です）

申込方法　博物館へ電話でお申し込みください。

　博物館行事や体験学習を

一緒に経験してみません

か。経験は問いません。　

　博物館に興味がある人、

ものづくりが好きな人、教

えたり説明したりするのが

好きな人、岩宿時代や昔のことに関心がある人な

ど、岩宿博物館にお問い合わせください。

活動日　博物館の行事実施日（平日、祝日、土日に

　かかわらず活動日がありますので、仕事をしてい

る人でも参加できます。）

対象　どなたでも参加できます

内容　石器・土器作り、古代料理、展示解説など

　古代人がネックレス・ペンダントにした日本列島

独自の玉である、まが玉を作ってみませんか。

日時　３月13日(土)　午前10時～正午

会場　岩宿博物館ふれあい学習館

対象　小学４年生以上

準備する物　汚れてもいい服装、汗ふき用タオル

定員　30人（先着順）

申込方法　２月20日(土)から電話で博物館まで

　岩宿遺跡の発見が教科書にどのように紹介されて

きたかを探りながら、発掘の意義を問い直します。

期間　３月７日(日)まで

会場　岩宿博物館企画展示室

解説会　２月13日・27日（各土曜日午後２時から）

解説講座　２月14日(日)　午後１時～（体験学習室）

岩宿遺跡を学岩宿遺跡を学ぶぶ
第49回企画第49回企画展展

まが玉づくまが玉づくりり
岩宿探検岩宿探検隊隊

江戸時代のみどり江戸時代のみどり市市
郷土史講郷土史講座座

ボランティア大募集ボランティア大募集！！

　館内１階の自然展示室では、みどり市とその周辺

で見られる野鳥たちを紹介しています。自然ジオラ

マでの展示のほか、四季を通じて野鳥たちのオアシ

スとなっている「阿左美沼」、冬のオシドリをはじ

めさまざまなカモたちの楽園として知られる「高津

戸峡のダム湖」のパネル展示などがあります。

　高津戸ダム（はねたき橋の上流）には、今季もオ

シドリの飛来が確認されており、例年では３月ころ

まで色鮮やかな雄の姿が

見られます。

　館では、こうした季節

の野鳥情報も発信してい

ます。

休館日　月曜日　　

常設展示

コココココココココココココココココココココココココココココココココノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノノドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトコノドント館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館 大間々博物館　緯(73)4123　
URL　http://www.city.midori.gunma.jp/conodont/

高津戸ダム湖のオシドリ 
（平成22年1月撮影）�

－みどり市の野鳥たち－

※100ｍ以上離れた対岸にいるため、高倍率の望遠鏡

　が必要です。そっと観察しましょう。
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●料金　全席指定　前売り・当日4,500円 

※未就学児の入場はできません。

◎２月の休館日　８日(月)、11日(木・祝）、15日(月)、22日(月)

 笠懸北保育園「ふれあい発表会」

 笠懸北保育園　緯（76）6508
　２/20（土）
　午前９時30分

 第４回みどり市生涯学習大会
 社会教育課　緯（76)9846

　２/21（日）
　午後１時30分

伊勢正三・太田裕美・大野真澄
アコースティックナイトinみどり市

日時　3月20日(土)

2009年度の話題作がパルのスクリーンに早くも登場！

●料金　全席自由　前売り1,000円（当日1,200円） 

午前の部　午前10時

午後の部　午後２時

チケット好評発売中
日時　2月13日(土)

開演　午後6時 

第25回子どものためのコンサート特別企画 
山下洋輔・川嶋哲郎デュオ・コンサート

日時　3月7日(日)

開演　午後3時
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チケット好評発売中

●料金　全席指定   

Ｓ席3,000円Ａ席2,500円

Ｂ席2,000円 

※未就学児の入場はでき

ません。

川井郁子ヴァイオリンコンサート

日時　3月13日(土) 開演　午後6時30分

チケット好評発売中

子どもも大人も楽しめるコンサートです。

●料金　全席自由　

　一般2,500円/高校1,200円/３歳～中学生600円

●３歳未満児は保護者のひざの上にて無料です。

第33回日本アカデミー賞優秀賞11部門受賞

映画「 劔岳 　
つるぎだけ

 点 の
てん

 記 」
き

チケット好評発売中
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⇃
月
⇅
日
画

時
間
　
午
後
⇁
時
　
分
ℿ
⇃
時
⅄
午

30

後
⇁
時
∃
∽
受
付
開
始
ⅅ

場
所
　
∡
∄
∸
余
興
場

講
師
　
上
原
道
康
∍
≆
⅄
健
康
管
理

士
ⅅ

対
象
　
∶
∠
∾
市
民

定
員
　
⇂
⇀
⇀
人
⅄
先
着
順
ⅅ

申
込
期
間
　
⇂
月
　
日
我
ℿ
⇃
月
⇁

17

日
俄

申
込
₊
問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
各
保
健
≜

⊏
≠
ℼ
∯

助
成
対
象
者
　

　
優
先
接
種
対
象
者
∥
∀
∙
ℸ
生
活

保
護
世
帯
ℸ
市
民
税
非
課
税
世
帯
∥

人
∞
⇃
月
　
日
∵
∞
∢
新
型
≈
⊏
≵

31

⊈
≊
⊏
≗
⊋
≐
≢
⊏
∥
接
種
≅
予
定

∏
∝
⇿
∿
人
ℸ
∵
∗
∦
∑
∞
∢
接
種

≅
受
∉
∗
人
ℹ

費
用
軽
減
額
⅕
接
種
回
数
　

煙
⇁
回
目
⇃
Ⅽ
⇆
⇀
⇀
円
ℸ
⇂
回
目

⇂
Ⅽ
⇅
⇅
⇀
円
⅄
⇁
回
目
∟
異
∡

∿
医
療
機
関
∞
∥
接
種
∦
⇃
Ⅽ
⇆

⇀
⇀
円
ⅅ
∥
全
額
助
成
ℹ

煙
　
歳
以
上
∥
人
∦
⇁
回
ℸ
　
歳
未

13

13

満
∥
子
∠
∹
∦
⇂
回
接
種
ℹ

申
請
方
法

煙
∶
∠
∾
市
内
∂
∼
∪
桐
生
市
内
∥

実
施
医
療
機
関
∞
⊋
≐
≢
⊏
接
種

≅
受
∉
∿
人
∢
∦
ℸ
事
前
∢
費
用

軽
減
対
象
者
証
明
書
≅
交
付
∏
∵

∑
∥
∞
ℸ
身
分
≅
証
明
∞
∅
∿
∹

∥
⅄
保
険
証
∡
∠
ⅅ
≅
持
⅜
∝
各

保
健
≜
⊏
≠
ℼ
∵
∞
ℹ

煙
前
記
以
外
∥
実
施
医
療
機
関
∞
接

種
≅
受
∉
∿
人
ℸ
∑
∞
∢
接
種
済

∶
∥
人
∦
ℸ
⊋
≐
≢
⊏
接
種
済
証

⅄
母
子
健
康
手
帳
ⅅ
ℸ
領
収
書
ℸ

印
鑑
ℸ
預
金
通
帳
≅
持
⅜
∝
⇃
月

　
日
∵
∞
∢
各
保
健
≜
⊏
≠
ℼ
∞

31申
請
∏
∝
∇
∘
∍
⇿
ℹ

優
先
接
種
対
象
者
　

①
医
療
従
事
者

②
基
礎
疾
患
≅
有
∑
∿
人

③
妊
婦

④
⇁
歳
∃
∽
高
校
⇃
年
生
∢
相
当
∑

∿
年
齢
∥
人

⑤
　
歳
以
上
∥
人

65
⑥
⇁
歳
未
満
∥
小
児
∥
保
護
者

⑦
①
∃
∽
⑥
∥
優
先
接
種
対
象
者
∥

∀
∙
身
体
上
∥
理
由
∞
予
防
接
種

∄
∞
∅
∡
⇿
人
∥
保
護
者
∡
∠

優
先
接
種
対
象
以
外
⅛
人
Ⅵ
⅛
新
型

ⅾ
⇅
↫
↾
ↀ
⇅

⇁
ↆ
↘
⇅
接
種
⅘

⅑
ℵ
⅓

　
国
∥
⊋
≐
≢
⊏
接
種
∥
基
本
方
針

∄
改
定
∍
≀
ℸ
群
馬
県
∞
∦
⇁
月
　21

日
∃
∽
　
歳
以
上
∥
健
康
∡
成
人
∯

18

∥
⊋
≐
≢
⊏
接
種
∄
開
始
∍
≀
∵
∏

∗
ℹ
医
療
機
関
∯
予
約
∥
上
ℸ
受
∉

∝
∇
∘
∍
⇿
ℹ

　
∵
∗
ℸ
当
初
∥
優
先
接
種
対
象
者

∟
同
様
ℸ
低
所
得
者
∯
∥
助
成
∹
検

討
∏
∝
⇿
∵
∑
ℹ
念
∥
∗
∸
ℸ
⊋
≐

≢
⊏
接
種
済
証
∟
領
収
書
≅
保
管
∏

∝
∂
⇿
∝
∇
∘
∍
⇿
ℹ
詳
∏
⇿
∋
∟

∄
決
∵
∾
次
第
ℸ
広
報
ℸ
≻
ℼ
⊀

≺
ℼ
≙
∡
∠
∞
∂
知
∽
∓
∏
∵
∑
ℹ

母
親
学
級
₊
両
親
学
級

　12月３日、群馬会館において第19回群馬県歯科

保健大会が開催され、あずま小学校が歯科保健奨

励賞を受賞しました。あずま小学校は平成15年度

から県や歯科医師会の指導のもと、フッ化物洗口

を実施しており、その予防効果が得られたことが

認められ、表彰されました。

あずま小学校が歯科保健奨励賞を受賞

受賞式：左から３番目があずま小学校の内田校長

群馬県歯科保健大会

新
型
ⅾ
⇅
↫
↾
ↀ
⇅


⇁
ↆ
↘
⇅
接
種
費
用
⅛
軽
減

℺
ⅼ
予
防
講
座
ⅻ
開
催

今
日
ℹ
ⅳ
⅔
℻
ⅵ
℺
ⅼ
予
防
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職
種
　
管
理
栄
養
士

募
集
人
数
₉
若
干
名

受
験
資
格
　

①
該
当
職
種
∥
資
格
⅄
免
許
ⅅ
≅
有
∑
∿

∃
ℸ
∵
∗
∦
平
成
　
年
⇆
月
∵
∞
∢
取

22

得
見
込
∶
∥
人

②
昭
和
　
年
⇄
月
⇂
日
以
降
∢
生
∵
≀
∗

59

人
試
験
期
日
　
⇃
月
中
旬
∢
面
接
試
験
予
定

申
込
方
法
₊
期
限
　
⇂
月
⇈
日
俄
∃
∽
申

込
用
紙
≅
配
布
∏
∵
∑
ℹ
⇂
月
　
日
俄

15

∃
∽
　
日
画
∵
∞
∥
午
前
⇉
時
∃
∽
午

26

後
⇅
時
∥
間
∢⅄
土
・
日
曜
日
∦
除
∇
ⅅ

∂
申
∏
込
∶
∇
∘
∍
⇿
ℹ

申
込
₊
問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
桐
生
厚
生
総
合

病
院
総
務
課
緯
　
⇇
⇁
⇆
⇃

（44）

 放
送
大
学

月
生
　

　
放
送
大
学
∞
∦
ℸ
平
成
　
年
度
第
⇁
学

22

期
⅄
⇄
月
入
学
ⅅ
∥
学
生
≅
募
集
∏
∝
⇿

∵
∑
ℹ
放
送
大
学
∦
≦
⊉
≳
∡
∠
∥
放
送

≅
利
用
∏
∝
授
業
≅
行
∀
通
信
制
∥
大
学

∞
∑
ℹ
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
∡
∠
幅
広
⇿
分
野
≅
学

∰
∵
∑
ℹ
資
料
∦
無
料
∞
差
∏
上
∊
∝
⇿

∵
∑
∥
∞
ℸ
∂
問
⇿
合
≂
∓
∇
∘
∍
⇿
ℹ

※
　
歳
以
上
∞
大
学
入
学
資
格
≅
持
⅜
∝

18

⇿
∿
人
∦
ℸ
無
試
験
∞
全
学
科
履
修
生

∟
∏
∝
入
学
∞
∅
⇄
年
以
上
在
学
∥
上
ℸ

所
定
∥
単
位
≅
修
得
∏
卒
業
∑
∿
∟
学

士
⅄
教
養
ⅅ
∥
学
位
≅
取
得
∞
∅
∵
∑
ℹ

出
願
期
限
　
⇂
月
　
日
蚊

28

問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
₉
放
送
大
学
群
馬
学
習
≜

⊏
≠
ℼ
緯
⇀
⇂
⇇
⅄
⇂
⇃
⇀
ⅅ
⇁
⇀
⇈
⇅

 朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座

期
日
₉
⇃
月
　
日
・
　
日
・
　
日
∥
水
曜

10

17

24

日
⅄
全
⇃
回
ⅅ

時
間
　
午
後
⇇
時
ℿ
⇉
時

会
場
　
∶
∠
∾
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

内
容
　
朗
読
∢
∛
⇿
∝
ℸ
告
知
文
∥
読
∶

方
∢
∛
⇿
∝
∡
∠
⅄
都
合
∢
∼
∾
内
容

∥
変
更
∹
⇾
∾
∵
∑
ⅅ

講
師
　
田
島
靖
介
∍
≆
⅄
桐
生
市
朗
読
奉

仕
会
ⅅ

対
象
者
₉
市
内
在
住
∞
原
則
全
講
座
∢
出

席
∞
∅
∿
人

定
員
　
　
人
⅄
先
着
順
ⅅ

30

受
講
料
   無
料

申
込
期
間
　
⇂
月
　
日
画
ℿ
⇃
月
⇃
日
我

19

申
込
₊
問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
   ∶
∠
∾
市
社
会

福
祉
協
議
会
緯
　
⇄
⇁
⇁
⇁

（76）

 ↞
↴
↞
⅛
料
理
教
室

　
∶
∠
∾
市
産
∥
≨
≾
≨
≅
使
⅜
∗
料
理

講
習
会
≅
開
催
∏
∵
∑
ℹ
電
話
∵
∗
∦

≵
Ⅱ
≐
≚
∞
∂
申
∏
込
∶
∇
∘
∍
⇿
ℹ

日
時
　
⇃
月
　
日
画
　
午
前
　
時
ℿ
午
後

19

10

⇁
時

会
場
　
大
間
々
保
健
≜
⊏
≠
ℼ
　

内
容
　
∶
∠
∾
市
産
≒
≢
Ⅷ
Ⅶ
≷
≅
使
⅜

∗
≴
≗
ℸ
≨
≾
≨
≙
Ⅷ
⊀
≅
使
⅜
∗
≧

≗
ℼ
≨

講
師
　
正
和
≨
≘
≔
∍
≆
⅄
地
域
食
生
活

研
究
会
ⅅ
　

定
員
　
　
人
⅄
先
着
順
ⅅ

30

参
加
費
　
⇅
⇀
⇀
円
⅄
材
料
費
ⅅ

申
込
期
間
　
⇂
月
　
日
画
ℿ
⇃
月
　
日
牙

19

11

申
込
₊
問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
∶
∠
∾
市
∟
∵
∟

≐
⊆
≶
⅄
根
岸
ⅅ
緯
・
胃
　
⇆
⇉
⇃
⇃

（76）

 ↧
↔
↊
⇅
講
座

期
日
　
⇃
月
⇈
日
俄
∃
∽
　
日
画
∵
∞
∥

19

土
・
日
曜
日
≅
除
∇
　
日
間

10


↧
⇁
‡
↳
ⅾ
⇅
↞
↊
‡
←

時
間
　
午
前
⇉
時
ℿ
　
時
　
分

10

30

受
講
料
　
⇃
Ⅽ
⇁
⇀
⇀
円


↱
‡
↶
↰
‡

作
成
↊
‡
←

時
間
　
午
前
　
時
　
分
ℿ
午
後
⇀
時
　
分

10

50

20

受
講
料
　
⇃
Ⅽ
⇆
⇂
⇅
円

会
場
　
桐
生
地
域
職
業
訓
練
≜
⊏
≠
ℼ

対
象
　
∶
∠
∾
市
・
桐
生
市
∢
在
住
∵
∗

∦
在
勤
∞
ℸ
文
字
入
力
∡
∠
≱
≞
≔
⊏

∥
基
本
操
作
∥
∞
∅
∿
人

定
員
　
各
　
人
⅄
申
∏
込
∶
多
数
∥
場
合

20

∦
抽
選
ⅅ

申
込
方
法
　
⇂
月
　
日
我
∵
∞
∢
電
話
∞

24

∂
申
∏
込
∶
∇
∘
∍
⇿
ℹ

申
込
₊
問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
桐
生
地
域
職
業

訓
練
≜
⊏
≠
ℼ
緯
　
⇂
⇁
⇀
⇁
　

（54）

平
成
₉
年
度
 桐
生
厚
生

22

総
合
病
院
職
員
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日
時
　
⇃
月
　
日
蚊
　
午
前
⇈
時
　
分
受

14

30

付
⅄
午
前
⇉
時
開
会
式
ⅅ

会
場
　
桐
生
大
学
≑
⊇
ℼ
⊏
≇
⊇
ℼ
≪
⅄
∶

∠
∾
市
民
体
育
館
ⅅ

参
加
資
格
　
∶
∠
∾
市
民
⅄
市
内
∢
住
所

∄
⇾
∿
人
ℸ
∵
∗
∦
勤
務
者
ⅅ

種
目

臼
年
齢
別
男
・
女
≘
⊏
≑
⊈
≚
⅄
　
歳
以

59

下
ℸ
　
歳
以
下
ℸ
　
歳
以
上
∢
区
分
ⅅ

69

70

渦
初
心
者
男
・
女
≘
⊏
≑
⊈
≚
⅄
経
験
∥

浅
⇿
人
ⅅ

嘘
親
善
混
合
≡
≶
⊈
≚
⅄
当
日
組
合
∓
ⅅ

参
加
費
　
⇁
人
⇁
Ⅽ
⇀
⇀
⇀
円
⅄
大
会
当

日
受
付
∢
∝
納
入
ⅅ

申
込
期
限
　
⇂
月
　
日
蚊
必
着

28

申
込
₊
問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
∶
∠
∾
市
卓
球

協
会
事
務
局
緯
　

⇅
⇁
⇅
⇁
⅄
赤

（76）

石
ⅅ
ℸ
緯
　
⇂
⇈
⇈
⇇
⅄
天
田
ⅅ

（72）

 桐
生
広
域
物
産
Ⅻ
⅑
ⅴ

　
∶
∠
∾
市
ℸ
桐
生
市
∥
各
種
物
産
品
∺

桐
生
市
∥
親
善
都
市
∞
⇾
∿
茨
城
県
日
立

市
ℸ
徳
島
県
鳴
門
市
∥
物
産
品
・
山
海
∥

特
産
物
≅
展
示
即
売
∏
∵
∑
ℹ
豪
華
景
品

∄
当
∗
∿
大
抽
選
会
∺
楽
∏
⇿
企
画
・
≈

≹
⊏
≨
∹
盛
∾
∘
∇
∍
≆
∞
∑
ℹ

期
日
　
⇂
月
　
日
臥
・
　
日
蚊

20

21

時
間
　
午
前
　
時
ℿ
午
後
⇄
時

10

会
場
　
桐
生
市
市
民
文
化
会
館
≚
≌
≈
≻
ℼ

　
⊈
∂
∼
∪
広
場

問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
桐
生
市
観
光
交
流
課
観

光
・
物
産
係
緯
　
⇁
⇁
⇁
⇁
⅄
内
線
⇅

（46）

⇆
⇆)

 

 市
場
問
屋
街
開
放
⅛
日

　
⅐
桐
⅜
∋
市
⅑
∞
∦
ℸ
市
場
∥
問
屋
街

∞
買
⇿
物
≅
楽
∏
∸
∵
∑
ℹ

日
時
　
⇂
月
　
日
・
　
日
ℸ
⇃
月
　
日
・

13

27

13

　
日
∥
土
曜
日
　

27
時
間
　
午
前
⇉
時
ℿ
　
時
11

会
場
₊
問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
桐
生
地
方
卸
売

市
場
緯
　
⇆
⇂
⇈
⇂

（46）

 群
馬
県
最
低
賃
金

最
低
賃
金
 
時
間
額


◎
地
域
別
最
低
賃
金
　
⇆
⇇
⇆
円

‹
発
効
年
月
日
›
₉
平
成
　
年
　
月
⇄
日

21

10

◎
特
定
⅄
産
業
別
ⅅ
最
低
賃
金

煙
製
鋼
・
鉄
素
形
材
製
造
業
　
⇇
⇈
⇇
円

煙
一
般
機
械
器
具
製
造
業
　
　
⇇
⇇
⇇
円

煙
電
気
機
械
器
具
製
造
業
　
　
⇇
⇇
⇅
円

煙
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
　
⇇
⇇
⇇
円

‹
発
効
年
月
日
›
₉
平
成
　
年
　
月
　
日

21

12

30

◎
　
歳
未
満
∵
∗
∦
　
歳
以
上
∥
者
ℸ
定

18

65

∸
∽
≀
∗
軽
易
∡
業
務
∢
従
事
∑
∿
者

∢
∛
⇿
∝
∦
ℸ
特
定
⅄
産
業
別
ⅅ
最
低

賃
金
∥
適
用
∃
∽
除
外
∍
≀
∵
∑
ℹ

◎
最
低
賃
金
∥
対
象
∟
∡
∿
賃
金
∢
∦
ℸ

臨
時
∵
∗
∦
⇁
≌
月
≅
超
∁
∿
期
間
∌

∟
∢
支
払
≂
≀
∿
賃
金
ℸ
時
間
外
・
休

日
・
深
夜
労
働
∥
割
増
賃
金
ℸ
精
皆
勤

手
当
・
通
勤
手
当
∂
∼
∪
家
族
手
当
∦

算
入
∍
≀
∵
∓
≆
ℹ

◎
精
神
∵
∗
∦
身
体
∥
障
∄
⇿
∢
∼
∾
著

∏
∇
労
働
能
力
∥
低
⇿
者
∡
∠
∢
∛
⇿

∝
∦
ℸ
使
用
者
∄
労
働
局
長
∥
許
可
≅

受
∉
∗
∟
∅
∦
ℸ
労
働
能
力
∕
∥
∲
∃

∥
事
情
≅
考
慮
∏
∝
減
額
∏
∗
額
∢
∼

∾
最
低
賃
金
∄
適
用
∍
≀
∵
∑
ℹ

◎
派
遣
労
働
者
∢
∦
ℸ
派
遣
先
∥
最
低
賃

金
∄
適
用
∍
≀
∵
∑
ℹ

問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
₉
群
馬
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室
緯
⇀
⇂
⇇
⅄
⇂
⇁
⇀
ⅅ
⇅
⇀

⇀
⇅
∵
∗
∦
県
内
∥
労
働
基
準
監
督
署

第

回
Ⅼ
⅖
ⅴ
市
民
 

↼
‡

↲
‡
↾
卓
球
大
会



2010年（平成22年）　2月号　(30)

　
乳
∄
≆
∥
検
査
∺
診
断
ℸ
治
療
∡
∠
∢

∛
⇿
∝
∥
講
演
会
∞
∑
ℹ
申
∏
込
∶
∺
参

加
費
∦
不
要
∞
∑
∥
∞
ℸ
直
接
会
場
∵
∞

∂
越
∏
∇
∘
∍
⇿
ℹ

日
時
　
⇂
月
　
日
臥
　
午
後
⇂
時
ℿ
⇄
時

27

会
場
　
桐
生
地
域
地
場
産
業
振
興
≜
⊏
≠
ℼ

　
第
⇂
≻
ℼ
⊈

講
演
↭
⇀
ↇ
↼
↶

座
長
　
加
藤
健
司
∍
≆
⅄
桐
生
厚
生
総
合

病
院
副
院
長
兼
外
科
診
療
部
長
ⅅ

∹
‵
乳
℺
ⅼ
⅘
⅑
ℵ
⅓
‶
　

　
 待
木
 雄
一
∍
≆
⅄
同
院
外
科
診
療
部

∵
∙
∅

長
ⅅ

∺
‵
当
院
⅛
乳
℺
ⅼ
患
者
⅃
ⅼ
⅘
対
ⅇ
ⅵ


↳
‡
↞
体
制
⅘
⅑
ℵ
⅓
‶
　

　
上
原
美
奈
子
∍
≆
⅄
同
院
⇅
階
西
病
棟

看
護
師
長
ⅅ

∻
‵
相
談
支
援
→
⇅
↖
‡
⅘
⅑
ℵ
⅓
‶
　

　
石
川
智
子
∍
≆
⅄
同
院
社
会
福
祉
士
ⅅ

問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
桐
生
厚
生
総
合
病
院
地

域
医
療
連
携
室
緯
　
⇇
⇁
⇆
⇅

（44）

 桐
生
市
特
産
物
展
示
会

　
桐
生
市
内
∞
生
産
∍
≀
∝
⇿
∿
花
∺
≨

≾
≨
ℸ
≎
Ⅸ
≉
⊇
∡
∠
∥
特
産
品
≅
展
示

∏
∵
∑
ℹ
∵
∗
新
鮮
野
菜
∺
手
造
∾
加
工

品
ℸ
花
∡
∠
≅
直
売
∏
∵
∑
ℹ
直
売
∦
売

∾
切
≀
次
第
終
了
∟
∡
∾
∵
∑
ℹ

期
日
　
⇂
月
　
日
臥
・
　
日
蚊

20

21

時
間
　
午
前
　
時
ℿ
午
後
⇄
時

10

会
場
　
桐
生
市
市
民
文
化
会
館
第
⇁
・
第

⇂
会
議
研
修
室

問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
桐
生
市
農
業
振
興
課
農

業
振
興
係
緯
　
⇁
⇁
⇁
⇁
⅄
内
線
⇅
⇆

（46）

⇇)

 

 職
場
⅛
↞
↼
↬
↾
相
談

　
前
橋
労
働
時
間
等
相
談
≜
⊏
≠
ℼ
∞
∦

長
時
間
労
働
ℸ
解
雇
ℸ
労
働
条
件
変
更
∺

⇿
∐
∸
∡
∠
職
場
∥
問
題
∢
∛
⇿
∝
専
門

知
識
≅
有
∑
∿
≇
≩
≰
≈
≗
ℼ
∄
無
料
∞

相
談
∢
応
∐
∵
∑
ℹ
電
話
相
談
∥
∲
∃
ℸ

≜
⊏
≠
ℼ
∞
直
接
∥
相
談
∹
可
能
∞
∑
∥

∞
ℸ
∂
気
軽
∢
∌
相
談
∇
∘
∍
⇿
ℹ

時
間
　
午
後
⇂
時
ℿ
⇈
時
⅄
平
日
ⅅ
ℸ
午

後
⇁
時
ℿ
⇆
時
⅄
土
曜
日
ⅅ

※
日
曜
日
・
祝
日
ℸ
年
末
年
始
∦
休
∶

場
所
　
花
群
馬
労
働
基
準
協
会
連
合
会
別

館
⅄
前
橋
市
平
和
町
⇁
ℾ
⇅
ℾ
⇁
ⅅ

問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
前
橋
労
働
時
間
等
相
談

≜
⊏
≠
ℼ
⅄
花
全
国
労
働
基
準
関
係
団

体
連
合
会
群
馬
県
支
部
ⅅ
緯
⇀
⇁
⇂
⇀

⅄
⇀
⇀
⇁
ⅅ
⇁
⇁
⇉

 利
用
ⅅ
ⅰ
ⅇ
ℵ
民
事
調
停

　
民
事
調
停
手
続
∅
∦
調
停
委
員
会
∄
当

事
者
双
方
∥
言
⇿
分
≅
聴
∅
ℸ
歩
∶
寄
∾

≅
促
∏
ℸ
当
事
者
∥
合
意
∢
∼
⅜
∝
紛
争

∥
解
決
≅
図
∿
手
続
∅
∞
∑
ℹ
法
律
的
∡

評
価
≅
基
∢
∏
∡
∄
∽
∹
法
律
∥
∶
∢
∟

∽
≂
≀
−
ℸ
紛
争
∥
実
情
∢
応
∐
∗
柔
軟

∡
解
決
≅
図
∿
∋
∟
∄
特
徴
∞
∑
ℹ

　
民
事
調
停
手
続
∅
∦
訴
訟
∲
∠
∢
∦
手

続
∅
∄
厳
格
∞
∦
∡
⇿
∗
∸
ℸ
誰
∞
∹
簡

単
∢
利
用
∞
∅
∿
上
ℸ
当
事
者
∦
調
停
委

員
会
∥
進
行
∢
従
⅜
∝
比
較
的
自
由
∡
形

∞
言
⇿
分
≅
述
∰
∿
∋
∟
∄
∞
∅
∿
∡
∠

∥
利
点
∄
⇾
∾
∵
∑
ℹ

問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
前
橋
地
方
裁
判
所
事
務

局
総
務
課
緯
⇀
⇂
⇇
⅄
⇂
⇃
⇁
ⅅ
⇄
⇂

⇇
⇅
⅄
内
線
⇅
⇁
⇂
ⅅ

 浄
化
槽
管
理
⅘
⅂
協
力
ⅻ

　
家
庭
∡
∠
∞
使
用
∏
∝
⇿
∿
浄
化
槽
∦

使
用
∏
∝
⇿
∿
人
ℸ
∵
∗
∦
設
置
∏
∗
人

∢
∦
次
∥
⇃
∛
∥
定
期
的
∡
維
持
管
理
∄

法
律
∞
義
務
付
∉
∽
≀
∝
⇿
∵
∑
ℹ
地
域

∥
∅
≀
⇿
∡
水
環
境
≅
守
∿
∗
∸
ℸ
∌
理

解
∟
∌
協
力
≅
∂
願
⇿
∏
∵
∑
ℹ

保
守
点
検
　
運
転
状
況
∥
点
検
∺
装
置
∥

調
整
∡
∠
⅄
群
馬
県
∢
登
録
∍
≀
∗
保

守
点
検
業
者
∟
契
約
∑
∿
∡
∠
∏
∝
実

施
ⅅ

清
掃
　
汚
泥
∥
引
∅
抜
∅
∺
装
置
∥
洗
浄

∡
∠
⅄
市
町
村
∥
許
可
≅
受
∉
∗
清
掃

業
業
者
∢
依
頼
∑
∿
∡
∠
∏
∝
実
施
ⅅ

法
定
検
査
　
浄
化
槽
処
理
水
∥
年
⇁
回
∥

水
質
検
査
∡
∠
⅄
保
守
点
検
業
者
∵
∗

∦
苛
群
馬
県
環
境
検
査
事
業
団
∢
依
頼

∏
∝
実
施
ⅅ

問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先

煙
浄
化
槽
管
理
⅛
全
般
⅘
⅑
ℵ
⅓

　
群
馬
県
東
部
環
境
事
務
所
廃
棄
物
係
緯

⇀
⇂
⇇
⇆
　
⇂
⇅
⇁
⇇

（31）

煙
浄
化
槽
管
理
⅛
法
定
検
査
⅘
⅑
ℵ
⅓

苛
群
馬
県
環
境
検
査
事
業
団
緯
⇀
⇂
⇇

⅄
⇂
⇃
⇇
ⅅ
⇅
⇁
⇁
⇁

第

回
市
民
公
開
講
演

‵
乳
℺
ⅼ
⅘
⅑
ℵ
⅓
‶



(31)　広報みどり　呉47

‹
口
座
振
替
⅛
‵
前
納
‶
制
度
›

　
一
括
∏
∝
保
険
料
≅
納
∸
∿
∟
割
引
∢

∡
∿
⅐
前
納
⅑
制
度
∄
⇾
∾
∵
∑
ℹ
口
座

振
替
∞
⇁
年
分
⅄
∵
∗
∦
⇆
≌
月
分
ⅅ
∥

保
険
料
≅
前
納
∑
∿
∟
ℸ
納
付
書
≅
使
用

∏
∝
現
金
∞
前
納
∑
∿
場
合
∼
∾
∹
∍
∽

∢
∂
得
∞
∑
ℹ
口
座
振
替
∞
保
険
料
∥
前

納
≅
希
望
∑
∿
場
合
∦
⇂
月
　
日
画
∵
∞

26

∢
金
融
機
関
∵
∗
∦
年
金
事
務
所
∯
∂
申

∏
込
∶
∘
∍
⇿
ℹ

‹
‵
前
納
‶
制
度
⅛
割
引
額
›

　
⇁
年
分
∥
保
険
料
≅
口
座
振
替
∞
前
納

∑
∿
∟
ℸ
⇃
Ⅽ
⇆
⇉
⇀
円
⅄
平
成
　
年
度

21

額
ⅅ
∄
ℸ
⇆
≌
月
分
∥
保
険
料
≅
口
座
振

替
∞
前
納
∑
∿
∟
ℸ
⇁
Ⅽ
⇀
⇀
⇀
円
⅄
平

成
　
年
度
額
ⅅ
∄
ℸ
同
∐
月
数
∥
保
険
料

21
≅
毎
月
納
∸
∗
場
合
∟
比
∰
∝
割
引
∢
∡

∾
∵
∑
ℹ

‹
口
座
振
替
⅛
‵
 早
割
 ‶
制
度
›

∦
∺
≂
∾

　
口
座
振
替
∥
指
定
日
≅
納
付
期
限
∼
∾

⇁
≌
月
早
∸
∿
∋
∟
∞
ℸ
⇁
≌
月
当
∗
∾

∥
保
険
料
∄
　
円
⅄
平
成
　
年
度
額
ⅅ
割

50

21

引
∢
∡
∿
∂
得
∡
制
度
∞
∑
ℹ
希
望
∑
∿

場
合
∦
金
融
機
関
∵
∗
∦
年
金
事
務
所
∯

∂
申
∏
込
∶
∘
∍
⇿
ℹ

‹
‵
前
納
‶
₊
‵
早
割
‶
ⅻ
申
ⅅ
込
Ⅽ
⅍

Ⅾ
⅘
必
要
⅗
物
›

　
預
貯
金
通
帳
ℸ
預
貯
金
通
帳
届
出
印
ℸ

基
礎
年
金
番
号
∄
分
∃
∿
∹
∥
⅄
年
金
手

帳
・
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
∡
∠
ⅅ

問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
桐
生
年
金
事
務
所
緯
　（44）

⇂
⇃
⇁
⇂

 犯
罪
被
害
者
給
付
制
度

　
通
∾
魔
∡
∠
∥
犯
罪
行
為
∢
∼
∾
ℸ
不

慮
∥
死
≅
遂
∊
∗
被
害
者
∥
遺
族
∺
ℸ
身

体
∢
重
大
∡
負
傷
ℸ
疾
病
≅
受
∉
∗
被
害

者
∂
∼
∪
傷
害
∄
残
⅜
∗
被
害
者
∢
対
∏

∝
ℸ
国
∄
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
≅
支
給

∑
∿
制
度
∞
∑
ℹ

　
遺
族
給
付
金
ℸ
重
傷
病
給
付
金
ℸ
障
害

給
付
金
∥
⇃
∛
∥
種
類
∄
⇾
∾
∵
∑
ℹ

制
度
⅘
⅑
ℵ
⅓
⅛
相
談
窓
口

　
群
馬
県
警
察
本
部
広
報
広
聴
課
被
害
者

支
援
室
緯
⇀
⇂
⇇
⅄
⇂
⇄
⇃
ⅅ
⇀
⇁
⇁

⇀
⅄
内
線
⇂
⇁
⇅
⇄
・
⇂
⇁
⇅
⇅
ⅅ

問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
₉
大
間
々
警
察
署
緯
　
⇀
（72）

⇁
⇁
⇀
ℸ
桐
生
警
察
署
緯
　
⇀
⇁
⇁
⇀

（43）

 
月
⅛
介
護
予
防
教
室

　
　
歳
以
上
∞
会
場
∵
∞
来
∽
≀
∿
人
∄

65
対
象
∞
∑
ℹ
∡
∂
ℸ
笠
懸
地
区
∥
⅐
元
気

≖
⊊
⊏
⅑
∦
∂
休
∶
∞
∑
ℹ


大
間
ₛ
地
区
″
ℵ
℻
ℵ
℻
教
室
‴

開
催
日
₊
場
所
₉
⇃
月
　
日
画
⅄
福
岡
中
央

12

公
民
館
ⅅ
・
　
日
俄
⅄
⇁
区
公
民
館
※

15

午
後
⇂
時
ℿ
ⅅ
・
　
日
画
⅄
⇿
∅
⇿
∅

19

≜
⊏
≠
ℼ
ⅅ
・
　
日
画
⅄
塩
原
公
民
館
ⅅ

26

時
間
₉
午
前
　
時
ℿ
　
時
　
分

10

11

30

問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
∶
∠
∾
市
社
会
福
祉
協

　
議
会
大
間
々
支
所
緯
　
⇄
⇀
⇅
⇄

（72）


東
地
区
″
遊
↩
↽

⇀
⇅
‴

開
催
日
₊
場
所
₉
⇃
月
　
日
我
⅄
花
輪
⇂

10

区
ⅅ
・
　
日
画
⅄
座
間
ⅅ
・
　
日
俄
⅄
小

12

15

中
ⅅ
・
　
日
画
⅄
神
戸
ⅅ
・
　
日
俄
⅄
荻

26

29

原
ⅅ

時
間
₉
午
前
　
時
ℿ
午
後
⇀
時
　
分

10

30

申
込
₊
問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
₉
東
支
所
緯
　
⇂
(97)

　
⇈
⇂
⇈

 
月
⅜
省
ↀ
↣
月
間

∹
設
定
温
度
⅜
控
ℷ
Ⅾ
⅘
　
冬
∥
室
温
設

定
∦
　
↵
≅
目
安
∢

20

∺
←
ⅾ
⁋
↘
⅜
ↁ
↫
₉
見
∝
∡
⇿
≦
⊉
≳

∺
照
明
∦
小
∵
∸
∢
切
∾
∵
∏
⅟
∀

∻
待
機
電
力
⅛
ↂ
⁋
↞
₉
就
寝
中
∺
外
出

時
∦
≷
⊆
≑
≅
抜
∅
∵
∏
⅟
∀

問
ℵ
合
ⅸ
ⅉ
先
　
苛
関
東
電
気
保
安
協
会

東
毛
事
業
所
緯
⇀
⇂
⇇
⇆
　
⇈
⇃
⇃
⇃

（46）

桐生市通信

桐生市南公園梅まつり
　南公園内にある645本の紅梅・白梅をお楽しみく

ださい。期間中の２月28日(日)午前10時から南公園

管理事務所前でスイセンの苗とたい肥のセット

（先着200人）をプレゼントします。

問い合わせ先　

　南公園管理事務所

　（桐生市広沢町５

　丁目4716‐11）

　緯(52)3456

２月13日(土)～３月14日(日)

このコーナーでは、桐生市との交流事業の一環で、

桐生市からのお知らせを掲載しています。

国
民
年
金
保
険
料
 

口
座
振
替
℺
ℸ
得
⅔
ⅇ



2010年（平成22年）　2月号　(32)

　１月４日、笠懸公民館で新春交流会が開催され、明

るい雰囲気の中で、市長や、議長をはじめとする来賓

の方々と、多くの市民の方との歓談が行われました。

当日会場には朝倉由美子さんの制作した花が飾られ、

中庭では、あずま石材組合の皆さんが重さ1.5トンの石

を割るパフォーマンスを、交流ロビーでは金子勇人さん

による電子オルガンの演奏が行われました。また交流

ホールでは、須藤将司さんに

よるダンスがパートナーの尾

崎沙織さんとともに行われま

した。

　１月24日、笠懸公民館で「第４回みどり市子ども会上

毛かるた大会」が行われ、笠懸・大間々・東各地区代

表の子どもたちが、熱戦を繰り広げました。各部門の

優勝者（チーム）は「群馬県上毛かるた大会」に市の代

表として出場します。

各部門の優勝者（チーム）

　個人の部　低学年　小林真耶さん(笠懸第６区子ども会)

　　　　　　高学年　永瀬麻貴さん(笠懸第９区子ども会)

　　　　　　中学生　粂川紀樹さん(笠懸第９区子ども会)

　団体の部　低学年　笠懸Ａ(笠懸第７区子ども会)

　　　　　　高学年　大間々Ａ(大間々第７区子ども会)

　　　　　　中学生　笠懸Ａ(笠懸第９区子ども会)

第４回みどり市子ども会上毛かるた大会

県大会出場を目指して熱戦

「動」をテーマにみどり市新春交流会

市民の皆さんと新年を祝う

金子勇人さんによる電子オル
ガン演奏

須藤将史さんのダンス「ラ
テンアメリカンメドレー」

あずま石材組合の皆さんによ
る石割パフォーマンス

朝倉由美子さんによる会場花
「新春の寿ぎ」新春交流会の様子
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　12月28日、恩田律子さん、１月10日、藤生祐郷さん、

１月17日に二渡悦子さんが100歳を迎え、市長、議長、

社会福祉協議会長が慶祝訪問にそれぞれのご自宅へ伺

いました。市の100歳以

上のご長寿の方は17人

（男性１人、女性16人）

となりました。

　いつまでもお元気でお

過ごしください。

ご相談ください
　１月１日付けで、人権擁護委員として新たに星野忠男

さん（笠懸）と松下 止子 さん（大間々）が法務大臣より
と め こ

委嘱されました。また、木戸英价价さん（大間々）と青木

克孝さん（笠懸）が再任されました。

　今回の人権擁護委員の候補者は、「人格・見識ともに

申し分のない人物」として、みどり市議会の承認を得て

推薦されたものです。今後３年間、市民の皆さんの人権

に関する心配ごとや悩みごとの相談などの活動を行って

いただきます。

　１月１日、全日本実業団対

抗駅伝競走大会（ニューイ

ヤー駅伝）が行われ、例年

コースとなっている笠懸地区

では、大勢の人たちが声援を

送っていました。群馬県から

10年連続出場のSUBARUは、21

位の成績となりました。

　１月14日に桐生警察署、

翌15日には大間々警察署

で、2010年初点検が挙行さ

れました。大間々警察署で

は市交通指導員も加わり、

規律正しい動きを見せ、地

域の安全安心のための決意

を新たにしていました。

新春を駆け抜けた

ニューイヤー駅伝

大間々警察署初点検

人権に関する悩みなど

治安を守る気持ちを新たに

いざという時の安心のために

災害救助犬の出動協定

持続可能な健全財政の構築へ

財政状況説明会

　１月18日、市役所笠懸庁

舎でＮＰＯ法人「災害救助

犬ネットワーク」と「災害

時における災害救助犬の出

動に関する協定」の締結式

を行いました。この協定は

大災害時に迅速な救助活動

を可能とするものです。

　今後の市の財政状況を市

民の皆さんに理解していた

だくため、12月22日、笠懸

公民館で財政状況説明会を

実施しました。

　今回の説明会は市単独補

助金の見直し対象35団体の

約60人が参加しました。

ご相談ください

ご長寿おめでとうございます

新たに３人が百歳誕生日

二渡悦子さん（大間々）

恩田律子さん（笠懸）

藤生祐郷さん（笠懸）

左から

青木克孝さん、

星野忠男さん、

松下止子さん

木戸英价さ木戸英价さんん
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休 日 当 番 医

（46）2929境野町２深澤接骨院
２/21(日)

（54）3218相生町２北沢接骨院

（22）4667宮前町１武藤接骨院
２/28(日)

（73）2310大間々町北沢接骨院

（52）0846広沢町５高橋接骨院
３/７(日)

（52）6336広沢町１中里接骨院

（22）8555宮前町１中島接骨院
３/14(日)

（53）9966相生町１澤接骨院

（44）5100東７福間接骨院
３/21(日)

（47）0070新宿３河内接骨院

（44）1151境野１大川接骨院
３/22(月)

（52）0606相生町２吉田接骨院

休日当番接骨院

消費者相談

期日　毎週月～金曜日（祝日・年末

　年始を除く）

時間　午前９時～正午

　　　午後１時～４時

会場　消費生活センター（大間々庁

　舎２階［緯(76)0987］）

※来所の際は事前にご連絡ください。

子どもたちに関する教育相談 

　　　　　　　（保護者向け）

期日　毎週月～金曜日

時間　午前９時～正午

　　　午後１時～５時

会場　教育研究所 電話教育相談室

　　　緯(73)1110

※来所相談の場合もまずはお電話で

心配ごと相談・行政相談・人権相談
【笠懸会場】（笠懸老人憩の家）

期日　２月25日牙、３月５日画
時間　午前９時～午後３時

問い合わせ先　社会福祉協議会笠懸

　本所　緯(76)4111

【大間々会場】（厚生会館）

期日　３月15日俄
時間　午後１時～３時　

問い合わせ先　社会福祉協議会大間々

　支所　緯(72)4054

【東会場】（高齢者生活福祉センター）

期日　３月10日我
時間　午前10時～正午

問い合わせ先　社会福祉協議会東支

　所　緯(97)2828

ちょっと気になる子の相談 

「つみきの会」

　障がい児（者）・発達の気になるお

子さんとご家族が集い、日ごろの悩

みや喜びについて話し合う場です。

期日　２月18日牙、３月11日牙
時間　午前10時～11時30分

会場　障害児学童クラブ陽だまり

　　　（みどり市笠懸町鹿256）

問い合わせ　障害者相談支援セン

　ター　希望の家緯（73）2605

桐生保健福祉事務所の相談
会場　桐生保健福祉事務所［桐生市

　相生町］緯(53)4131

《子育てこころの相談》

期日　毎月第１火曜日

時間　午後１時～４時

《精神保健福祉相談》

期日　毎月第２金曜日

時間　午前10時～正午（要予約）

法律相談（弁護士相談）※予約制
期日　３月15日俄
時間　午後１時～３時

会場　厚生会館

問い合わせ先　社会福祉協議会大間々

　支所　緯(72)4054

※休日当番医・接骨院は、都合により変更
する場合もあります。確認してお出かけく
ださい。

毅桐生市歯科医師会館（桐生市堤町3-3-2）

　時間　午前10時～午後３時　緯（45）1397

毅太田新田歯科医師会館（太田市新井町516-8）

　時間　午前９時～午後１時　緯0276（45）7320

休日歯科診療所

料無 相 談

無料人権相談
期日　毎週木曜日（休日除く）

時間　午後１時～４時

会場　前橋地方法務局桐生支局

　　　緯(44)3526

相談員　人権擁護委員

桐生市の法律相談（弁護士相談）

高齢者相談

期日　毎月第３水曜日

時間　午前10時30分～正午

会場　笠懸老人憩の家

問い合わせ先　社会福祉協議会笠懸

　本所　緯(76)4111

【市民相談室（桐生市役所２階）】

期日　２月25日牙・３月４日牙、

　   11日牙、18日牙
時間　午前10時～正午（３月４日・

18日は 午後１時～３時を追加）

会場　桐生市役所市民相談室

定員　１日あたり７人（３月４日・

18日は14人）

予約　土・日曜日、祝日を除く午前

９時から午後４時まで、桐生市役

所緯(46)1111内線355・503で先着順に

受け付けます。

【新里総合支所】

期日　３月９日峨
予約　３月４日牙午前９時から８日俄
午後３時まで、電話 緯(74)2212で

先着順（７人）に受け付けます。

（53）7711外内眼相生町５高木病院

２/21(日)
（44）6008児内東５小児科小川醫院
（45）2072内川岸町林内科医院
（74）8439内新里町星野醫院
（52）6671整広沢町４長谷川整形外科医院

２/28(日)
（52）5253児相生町１志村医院
（22）7777内本町４藤江醫院
（22）3234皮本町１栗原皮フ科医院
（73）2211外内児整大間々町恵愛堂病院

３/７(日)
（45）2618児内本町６山田小児科内科医院
（22）2417内神循麻天神町１前原内科医院
（70）7610内消呼循児笠懸町松井内科医院
（53）5411外内神相生町１阿部医院

３/14(日)
（47）8200児笠懸町みらいこどもクリニック
（22）7211内天神町３城田クリニック
（44）1010眼本町４北川眼科医院
（53）7711外内眼相生町５高木病院

３/21(日)
（22）3419内児宮本町１三丸医院
（43）7757内堤町３権守内科医院　
（30）7077麻内大間々町アイダ痛みのクリニック
（76）6311内外整笠懸町東邦病院

３/22(月)
（30）7577泌内児大間々町きたむらクリニック
（44）7706内錦町２北川内科クリニック
（22）4068外内本町３東郷医院
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キャンディ・おむすび

ごはん ……………………………
赤（ニンジン）
　　チーズ …………………………
　　ゆでたニンジン ……………
緑（ホウレン草）
　　ゆでたホウレン草 ……………
　　シラス干し ………………
茶（シイタケ）
　　シイタケ ………………………
　　とりそぼろ ………………
　　だし汁 ……………………
　　砂糖 ………………………
白いオーブンシート

600ｇ

2切
1/4本

3株
大さじ2

4枚
大さじ2
大さじ4
小さじ2

具の準備をする。
＊赤（ニンジン）はゆでたニンジンを細かいみじん切りにし、
５㎜角に切ったチーズと合わせる。

＊緑（ホウレン草）はゆでたホウレン草を細かく刻み、シラ
ス干しと合わせる。

＊茶（シイタケ）はシイタケをみじん切りにし、鍋にシイタ
ケとその他の材料を入れ、混ぜながら水気が無くなるま
で煮る。

ご飯を３等分し、それぞれの具を混ぜ、３色のごはんを作る。
１色を４等分し、オーブンシートに包みおむすびにする。
シートを飴の包み紙の様に両端を絞ってできあがり。

❶

❷
❸

間
は
体
内
に
25

時
間
の
時
計
を
持
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
ま

ま
放
っ
て
い
る
と
、

だ
ん
だ
ん
体
内
時
計

と
昼
夜
の
リ
ズ
ム
が

合
わ
な
く
な
り
、
体

調
を
崩
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
時
計
を
リ

セ
ッ
ト
す
る
の
が
朝

の
強
い
光
と
朝
食
で

す
。

　

朝
食
の
主
食（
ご

飯
や
パ
ン
な
ど
）は

脳
に
必
要
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
補
給
し
、
主

菜（
卵
や
魚
、
肉
、

納
豆
な
ど
）の
た
ん

ぱ
く
質
は
体
温
を
上

げ
て
眠
っ
て
い
る
体

を
活
動
状
態
に
し
ま

す
。
副
菜（
野
菜
の

お
か
ず
）も
ビ
タ
ミ

ン
を
と
る
た
め
に
必

要
で
す
。

　

今
回
の
料
理
は
朝

食
の
習
慣
を
き
ち
ん

と
つ
け
た
い
幼
児
向

け
で
す
。
手
に
持
っ

て
食
べ
や
す
く
し
ま

し
た
。
酢
飯
に
し
て

も
お
い
し
い
で
す
よ
。

（
撮
影
協
力　

み
ど

り
市
母
子
保
健
推
進

員
会
）

人

（１人分 306 キロカロリー）
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